


留学経験のメリット：

• 語学力（リスニング力・各語学テスト・等）が向上する。
• 海外でしかできない経験で視野を広げることができる。
• 就職活動で評価される。
• 海外の知り合いができる。
• 人間的に成長する。

時間的に余裕がある学生時代は、留学を経験する絶好
の機会です。



山口大学は世界各国の大学と交流協定を結んでいます。

仁荷大学（韓国）

国立中興大学（台湾） 山東大学（中国）

エアランゲン大学（ドイツ）

オクラホマ大学（アメリカ）

リジャイナ大学（カナダ）



山口大学の学生として交流協定を締結している大学に
留学する場合、次のようなメリットがあります。

• 授業料の免除
山口大学に授業料を払うだけで、留学先の大学に払う必要
がない（ただし一部例外あり）。

• 単位互換が可能（附属書がある場合のみ）
留学先で取得した単位を、山口大学で取得した単位とみな
すことができる（一部対応科目）。

• 交換留学は休学しなくてもよい
計画的に単位取得を行えば、４年で卒業も可能。
（所属学部学務担当係に要相談）

• 安心して留学できる
留学経験のある先輩から直接情報を得ることができる。



（１） 交換留学・・・交流協定大学に1年または半年

(2) 海外短期語学研修・・・交流協定大学に約一カ月

(3) サマースクール・・・交流協定大学に3週間程度

※4月25日（月）に説明会を実施します。



(1) 交換留学

※交流協定大学には次の２種類があります:

• 大学間附属書締結大学
・・・全ての学部・大学院に所属している学生が対象

• 学部間附属書締結大学
・・・特定の学部・大学院に所属している学生が対象

※本学と交流協定を結んでいる大学の詳細はＨＰをご覧ください。

山口大学に在学したまま、交流協定大学に「１学期間」

または「一年未満」留学する制度



派遣実績のある大学

仁荷大学校、公州大学校、梨花女子大学校、韓国外国語大学校（韓国）・・・大学間

国立中興大学、逢甲大学（台湾）・・・大学間

山東大学、北京師範大学（中国）・・・大学間

リジャイナ大学（カナダ）・・・大学間

オクラホマ大学（アメリカ）・・・大学間

シドニー工科大学（オーストラリア）・・・大学間

エアランゲン・ニュルンベルグ大学（ドイツ）・・・大学間

セントラル・ランカシャー大学（イギリス）・・・大学間

国立高雄餐旅大学（台湾）・・・経済学部

ニューカッスル大学（オーストラリア）・・・理工学研究科（工）

キャンベラ大学（オーストラリア）・・・教育学部

ロンドン大学（イギリス）・・・理工学研究科（工）

イヴァン・フランコ記念リヴィウ国立大学（ウクライナ）・・・教育学部



交換留学に関する注意

• 大学によっては、語学力試験(TOEFL、IELTS等)のスコア
に条件が課される場合があります。

• 制度上、単位互換は可能ですが、語学力の問題で、留学
先で該当する専門の授業が受講できない場合があります。

また、専門や留学先の所属によっては、留学先で取得した

単位を、山口大の単位として読替ることができない場合も

あります。

※交換留学を検討している方は、「留学生センター」、「学務係」、
「指導教員」等とも相談し、事前に十分なリサーチを行っておい
て下さい。



(2) 海外語学研修

(3) サマースクール(2015年実績)

交流協定大学の「リジャイナ大学（カナダ）」、「ロンドン

大学（イギリス）」、「北京師範大学（中国）」に短期留学

をして英語と中国語を学びます。

※4月25日（月）に説明会を実施します。

交流協定大学の「国立中興大学（台湾）」で語学学習や

文化体験を行います。



アメリカ ドイツ 中国 韓国 台湾

生活費 ２５ １５ １５ ２０ ３０

住居費 ３０ １５ １５ １５ ８

その他 １５ １５ １０ １５ １５

渡航費 ２５ ２０ １０ ５ １０

合計 ９５ ６５ ５０ ５５ ６３

（単位：万円）

半年の留学にかかる費用（例）

• 留学先から奨学金を受けられる場合もあります。

• 留学費用とは別に、山口不在時のアパートの家賃等の費用
もかかります。



特に、留年せずに卒業を目指す場合には、低学年時からきちん

と計画を立てておく必要があります。

例えば３年次に留学する場合・・・

１年

２年

３年前期

３年後期 実習

４年前期 就職活動

４年後期 卒論

留学可能期間



留学までの流れ（予定）

春入学 秋入学
７月中旬 10月上旬：年２回に分けて各部局を通じて募集

↓
７～９月 10～１月：各部局へ応募書類を提出

（部局によって締切が異なるため事前に確認が必要）
※留学先で言語能力を要求されている場合は、こ

の
時点で条件を満たしている必要がある。
↓

９月下旬 １月下旬：各部局からとりまとめて推薦
↓

10月上旬 ２月中旬：面接（推薦されたら、予定を確保す
る。）

↓
10月中旬 ２月下旬：決定



※以下の内容は、留学時期や留学先によって異なります。

入学許可申請書類一式を「留学生支援室」へ提出
↓
派遣先大学より受入許可書が届く
（入学許可申請締切から約１ヵ月後以降）
↓
留学許可
↓
以降は原則各自が責任を持って手続きをすすめてゆきます。
（アドバイスやサポートは留学生支援室が行います。）
・ビザ申請・航空券手配
・単位や学部として必要なその他の手続き
・派遣先大学からの指示に従い書類提出
↓
各部局にて渡航前に必要な手続きを済ませて出発。



• １・２年次の早い段階でなるべく多く取得しておくと良い。

• ４年生の教育実習は、学務と相談して次の年に受けられるよ
う変更可能な場合もある。

• 留学先で取得できる単位互換については事前に所属学部の
学務担当係において調べておく。

単位について

就活について

• インターネットで海外にいてもエントリーが可能である。

• 語学力が要求される企業では留学経験はアピールになる。

• ただ遊びに行ったと思われないよう、留学の動機や留学時の
経験などを明確にアピールできるように準備してことが必要。



留学生センターでは、皆さんの留学を全力で
サポートします。不明な点は気軽に相談に来
て下さい。

おわり


